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○●○ センターからのお知らせ ○●○ 
8 月の共同学習会は行いません。次回は、9 月 6 日の予定です。 
 















































べきであることを、専門分野の別を超えて、大学教育改善に取り組む全ての人々に伝えたい。          
（文責：教育支援システム研究部門 青野 透） 
 












事業規模は、委託金額 15,000 千円程度とされています。 
委託期間は、平成 19 年度とされています。 
公募・選定のスケジュールは、7 月中旬に公募開始、8 月 10 日公募締め切り、8 月中旬～下旬選定
取組の決定、ということになっています。 
当事業の審査体制・プロセスについては、文部科学省内に設置される「大学評価研究委託事業委員
会」が、申請書類の審査を行った上で、合議審査により事業の選定を行うものとされています。 
事業の選定に当っては、「事業内容（目標等も含む）」、「事業の実施計画」、「事業の有効性」、「事業
の評価体制」、「委託期間終了後の方針」について、当事業の目的に照らし、事業内容が適切であるか
どうかを判定し、その判定を踏まえて総合的に審査するものとされています。 
このうち、「事業内容（目標等も含む）」欄には、評価基準・評価方法等に関するモデル・ケースの
構築など、事業の方法、内容、想定する成果などを記すものとされています。「事業の実施計画」欄に
は、事業の実施計画、効果的な実施の体制、取組代表者の責任・権限等につき、記すものとされてい
ます。「事業の有効性」欄には、事業の成果が認証評価等の各種評価に対し、どのような波及効果があ
るのかを記すものとされています。「事業の評価体制」欄には、事業の結果に対する評価を適切に実施
する組織等の体制または計画、事業の結果を業務の質の向上及び改善に結びつけるシステムの整備ま
たは計画を記すものとされています。「委託期間終了後の方針」欄には、委託期間終了後における事業
の結果を踏まえた方針・計画を記すものとされています。 
最後に、審査・審議内容の開示、非開示の件ですが、大学評価研究委託事業選定委員会の会議及び
会議資料は、原則、非開示とされています。申請機関名・事業名、選定機関名・事業名は、文部科学
省ホームページへの掲載等により、広く社会への情報提供に努めるものとされています。なお、大学
評価研究委託事業選定委員会委員名は、審査終了後に公表するものとされています。 
（文責：評価システム研究部門 早田幸政） 
